
最新値最新値最新値最新値 目標値目標値目標値目標値 達成度達成度達成度達成度 評価評価評価評価
指標指標指標指標のののの
ウエイトウエイトウエイトウエイト

1 c 9.1 28.6 31.8% d 1.00

2 a 100.0 100.0 100.0% a 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

bbbb ｂｂｂｂ

２２２２　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価    *この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。

そうそうそうそう思思思思うううう
どちらともどちらともどちらともどちらとも
言言言言えないえないえないえない

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと
言言言言うとそううとそううとそううとそう
思思思思わないわないわないわない

そうそうそうそう思思思思わわわわ
ないないないない

有効回答有効回答有効回答有効回答
者数者数者数者数

評価評価評価評価

29 173 67 36

6.4% 38.2% 14.8% 7.9%

cccc ｃｃｃｃcccc

‐ - -

‐ - -

26年度26年度26年度26年度

100.0

設問設問設問設問 26年度26年度26年度26年度

市内の道路や橋が，市民の財産とし
て，よい状態で管理されている。 c

‐

‐

‐

a

148

32.7%

27年度27年度27年度27年度

c

‐

‐

4

‐

‐

舗装アセットマネジメントにおける補修率(％）

橋りょうにおけるアセットマネジメント導入率（％）

‐

‐

‐

‐

‐

28年度回答28年度回答28年度回答28年度回答

客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

1

5.8

‐

2

3

bbbb

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと言言言言
うとそううとそううとそううとそう思思思思うううう

‐ - -

‐ - -

‐

c

‐

453

施策番号 2503250325032503

施策名 都市活動都市活動都市活動都市活動をををを支支支支えるえるえるえる社会資本社会資本社会資本社会資本のののの維持管理維持管理維持管理維持管理

　道路や橋りょうなど市民生活に不可欠な社会資本の維持管理について，日々の点
検とともに，これまでの「壊れてから直す」対処療法的な維持管理から，「壊れる
前に対策する」予防保全型の管理手法に移行し，計画的かつ効率的に推進する。

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

いのちを守る　橋りょう健全化プログラム

担当局・部室

上位政策 25　道と緑

建設局・土木管理部

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

27年度27年度27年度27年度

28年度評価28年度評価28年度評価28年度評価

前回値前回値前回値前回値

指標名指標名指標名指標名

‐

１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

施策施策施策施策のののの評価評価評価評価

‐



３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価＋＋＋＋市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価））））

ｂ ｃ

☑

□

＜＜＜＜このこのこのこの施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業＞＞＞＞

22,911 7,424

16,298 0

18,602 0

124,975 168,980

0 58,120

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

・今後も，道路の舗装アセットマネジメントや橋りょうのアセットマネジメントを積極的に取り入れ，予
防保全型の維持管理を行うことにより，計画的・効率的な社会資本の維持管理を行う。
・道路の舗装アセットマネジメントについては，引き続き，点検による客観指標を基に補修を実施し，目
標達成に向け取組を進めていく。
・橋りょうのアセットマネジメントについては，平成23年12月に策定した「いのちを守る　橋りょう健全
化プログラム」に基づき，引き続き取組を推進する。
・また，関係機関と連携しながら，通学路を含む生活道路の安全確保に向けた取組を進めていく。

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

13

14

15

10

11

12

27
年
度

B

（（（（重重重重みみみみ付付付付けのけのけのけの理由理由理由理由））））

　舗装や橋りょうのアセットマネジメントについては，市民がその成果を直接実感しにくいため，客観指標
評価を重視する。

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

26
年
度

Ｂ

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。

☑ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

・道路の舗装や橋りょうへのアセットマネジメント導入については，財政状況が厳しく，必要な維持補
修が困難であったため，市民の実感としては昨年度に引き続きc評価となっている。

重み付け
BBBB

施策施策施策施策のののの目的目的目的目的がかなりがかなりがかなりがかなり達成達成達成達成されているされているされているされている

□　市民の実感☑　客観指標

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討

事業名

事業費の状況（千円） 28年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局

建設局

建設局

27年度
決算額

28年度
予算額

1 ICTを活用した市民協働による公共土木施設の維持管理 良い

2 都心部における道路管理に関する調査 －

3 原谷地区の新たな都市づくり － 建設局

建設局

建設局

4 橋りょうの点検 －

5 通路橋適正化事業 －

6

7

8

9



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 31.8%

数値 目標年次 達成度

数値 100 32年度 9.1%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

26 27 28282828

‐ c dddd

１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 100.0%

数値 目標年次 達成度

数値 100 28年度 100.0%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

26 27 28282828

a a aaaa

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

・目標年次までに全ての橋りょうの点
検を実施するために必要な進捗割合。
・財政状況の寄与度が比較的高いこと
から，最新数値を目標値と比較して，
達成度が80%以上の場合をa，以下20％
刻みで基準を設定した。

全国順位
中長期目標

0ポイント増 100.0

根拠

「いのちを守る橋りょう健全化プログラム」
第１期プログラム（H24～H28）に基づき，本
市の管理橋りょう全ての点検を実施

数値 根拠

中長期目標までの残年数内に目標を達成する
ために当該年度に達成すべき数値

備考

橋りょうの計画的，効率的な維持管理に必要となる点検を実施した橋りょうの割合

橋りょうの維持管理にアセットマネジメント
を導入し，計画的に修繕を行っていくための
指標

算出方法：点検済橋りょう数÷管理橋りょう数×100
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

26年度 27年度

100.0 100.0

指標名指標名指標名指標名 橋橋橋橋りょうにおけるアセットマネジメントりょうにおけるアセットマネジメントりょうにおけるアセットマネジメントりょうにおけるアセットマネジメント導入率導入率導入率導入率（％）（％）（％）（％）

担当課 橋りょう健全推進課 連絡先 ２２２－３５６１

単年度の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

目標年次までに完全実施するために必
要な進捗割合（％）を単年度目標と
し，財政状況の寄与度が比較的高いこ
とから，80%以上をaとし，以下20％刻
みで基準を設定した。

全国順位
中長期目標

3.3ポイント増 28.6

平成25年度で幹線道路における
目標を達成したため，道路全体
として考えた中で，生活道路を
含めた新たな指標を作成した。

根拠

完全補修を目指す。

数値 根拠

中長期目標までの残年数内に目標を達成する
ために当該年度に達成すべき数値

備考

道路の計画的，効率的な維持管理に必要となる点検を実施し，損傷が大きく補修が必要な道路における補修
割合

道路の維持管理にアセットマネジメントを導
入し，計画的に修繕を行っているかの指標

算出方法：補修済延長÷要補修箇所の道路測線延長
(H25年度末)×100
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

26年度 27年度

5.8 9.1

担当課 土木管理課 連絡先 ２２２－３５６８

施策名施策名施策名施策名 2503250325032503 都市活動都市活動都市活動都市活動をををを支支支支えるえるえるえる社会資本社会資本社会資本社会資本のののの維持管理維持管理維持管理維持管理

指標名指標名指標名指標名 舗装舗装舗装舗装アセットマネジメントにおけるアセットマネジメントにおけるアセットマネジメントにおけるアセットマネジメントにおける補修率(補修率(補修率(補修率(％）％）％）％）


